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教科書p.154〜163
問１　資料を見て，各問いに答えなさい。

［資料１］ 日本の発電量の内訳の変化
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［資料２］ おもな国の発電量の内訳
[image: image2.jpg]7AHERE
43£29051% | 7.0
kwh

Jﬁfﬁ ¥{?I?~lb¥—ﬂb

A
43k99411%
kwh

B
6298 |44 158 126
kwh

C ]
564318 11.3 157
kWh

0.9

D %
552518 75.2 210, g
kWh - %

—20128 — (IEABH, 13h)





［資料３］ 日本の原油と液化天然ガスの輸入相手国
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［説明文１］
	［資料１］を見ると，2010年から2012年にかけて日本の（　①　）発電の割合は大幅に増加し，（　②　）発電の割合が大幅に減少しています。一方，［資料２］を見ると，国によって発電量の内訳の割合に違いがあることがわかります。
また，［資料３］を見ると，日本の原油輸入相手国の上位３か国は（　③　）に属する国で，液化天然ガスはオセアニア州や東南アジアの国からも輸入されています。これらのことをふまえると，日本は，　Ⅰ　ことがわかります。


(1) ［説明文１］の①，②にあてはまる語句を答えなさい。資
(2) ［資料２］のＡ～Ｄには，ブラジル，中国，フランス，ドイツのいずれかがあてはまります。このうちＣにあてはまる国を答えなさい。知
(3) ［説明文１］の③にあてはまる語句を次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。資
ア．東アジア　　イ．西アジア　　ウ．中央アジア　　エ．東南アジア
(4) ［説明文１］のⅠにあてはまる文を，自給率，輸入という二つの語句を使って答えなさい。思
問２　資料を見て，各問いに答えなさい。
［資料４］ 日本の貿易品目の変化
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［説明文２］
	日本は世界のさまざまな国々と輸出や輸入を通して結びついています。資源の少ない日本では，ａ原料や燃料を輸入して製品を輸出することを通して発展してきました。第二次世界大戦後，日本はｂ臨海部を中心に多くの工場がつくられ，船舶，自動車などを輸出するようになりました。1980年代になると，輸出額が輸入額を大幅に上回るようになり，アメリカ合衆国との間で（　①　）が起こりました。


(1) ［説明文２］の下線部ａについて，このような貿易を何というか答えなさい。知
(2) ［説明文２］の下線部ｂについて，臨海部に工場が多く立地した理由を［資料４］を参考にして答えなさい。思
(3) ［説明文２］の①にあてはまる語句を答えなさい。知
(4) ［資料４］から読み取れることとして正しいものを次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。資
ア．1935年のおもな輸入品は繊維原料・繊維製品であり，同じ年のおもな輸出品は繊維・繊維製品で，全体の50％以上をしめている。

イ．1935年，1975年のいずれも，おもな輸出品は繊維・繊維製品であり，機械類の輸出の割合が半数をこえるのは2013年になってからである。

ウ．1975年から2013年にかけて，機械類の輸入額が増加している一方で，石油の輸入額は半減している。

エ．1935年から2013年にかけて，おもな輸入品，輸出品ともに繊維関係の割合が減少し，機械類の割合が増加している。

